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第８回子ども学会議を終えて
武庫川女子大学教育研究所・子ども発達科学研究センター

大会実行委員長　河合優年
大 会 事 務 局 長　小花和 . Ｗ. 尚子　
大 会 実 行 委 員　難波久美子・佐々木惠

ご挨拶
　2011年 10月 1日（土曜日）・2日（日曜日）と2日間にわたり、第8回子ども学会議を開催させていただきました。
大会2日目には、文仁親王妃紀子殿下の御成りをいただきました。ご参加いただいた多くの方々に、当番校として
心から感謝いたします。本大会が盛会のうちに終えられましたのは、会員の皆様、学会の理事の先生方、事務局の
皆様のおかげであると思っております。
　東日本大震災から1年を経ようとしている今、被災地ではまだまだ厳しい状況が続いております。領域を越えて
子どもを捉え支えようとする、子ども学会が果たすべき役割は大きいと考えております。

特 　集 
第８回「子ども学会議」報告

（第８回　日本子ども学会　学術集会）

大会を振り返って

　東日本大震災においては多くの方々が犠牲になられ
ました。また、さらに多くの方々が被災され、今なお
復興に向かって日々暮らしておられます。この中には
子どもたちや保護者の方々、子どもの育ちを支える保
育や保健、福祉に関わる方々も多くおられます。子ど
もを総合的に捉え、健やかな育ちについて知見を高め
ようとして集う私たち「日本子ども学会」の本大会に
おきましては、これらの方々に対してどのような長期
的支援をしていけばよいのか、また学際領域を架橋し
た学会であるからこそできることについて発信したい
と考えておりました。
　大会 1 日目午前は、お茶の水女子大学大学院人間文
化創成科学研究科教授の榊原洋一氏を座長として、子
どもの長期的な発達支援について、「小児医療から見
た子どもの育ち」というテーマでシンポジウムを行い
ました。大阪府立母子保健総合医療センター総長の藤
村正哲氏より「周産期からひも解く子どもの育ちと支
援」、大阪大学大学院人間科学研究科教授の金澤忠博
氏より「フォローアップ研究から見えてきたこと」と
いうテーマでお話をうかがいました。午後には、前文
化庁長官で、武庫川女子大学客員教授・玉川大学芸術
学部教授（教育博物館館長）の玉井日出夫氏より、「現
代社会と子どもの発達問題を考える」というテーマで
ご講演をいただきました。

　また、午後には子どもの育ちと学びに関連したポス
ターによる 43 件の研究発表も行われました。在席時
間を 2 つに分け、参加者の十分な議論ができるように
プログラムが組まれました。この試みにつきましては、
参加者からも好評をいただきました。
　大会 2 日目は、東日本大震災の被災地における子ど
も支援について、阪神・淡路大震災からの復興の過程
で得られた知見を、このたびの大震災における中長期
的な被災児・者の支援に向けてどのようにつないで行
くのかについて議論されました。午前には、「震災の
子どもたちを支える──阪神・淡路大震災が伝えるも
の」というテーマで、甲南女子大学人間科学部の一色
伸夫氏を座長として、阪神淡路大震災直後から長期に
わたる復興過程に携わってこられた、あしなが育英会
あしながレインボーハウスチーフディレクターの八木
俊介氏が「震災遺児支援、これまでとこれから」と題
して、また神戸市教育委員会事務局指導課長の中溝茂
雄氏からは「子どもたちの 16 年──阪神・淡路大震
災の経験から」と題しての話題提供をいただき、神
戸学院大学人文学部教授の小石寛文氏の指定討論のも
と、復興への過程において、どのような活動が展開さ
れたのか、またどのような体制が作られたのかなどに
ついて議論されました。
　午後は、「震災の子どもたちを支える──今なにが
起きていて何が求められているのか」というテーマで、
お茶の水女子大学名誉教授の内田伸子氏を座長とし
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て、仙台白百合女子大学人間学部教授の大坂純氏より
「子どもを支える地域のつながり──ソーシャルワー
クの視点から」、ハーバード公衆衛生大学院リサーチ
フェロー、プライマリ・ケア連合学会被災地支援チー
ム派遣医師の吉田穂波氏より「乳幼児の被災現場か
ら──妊産婦の支援が震災復興に与えるインパクト」、
そして宮城県石巻市立湊小学校校長の佐々木丈二氏よ
り「避難所になった学校、今だからやれる学校経営」
というテーマで話題提供をいただきました。その後、
指定討論者として八木氏と中溝氏を加え、これから私
たちがどのような取り組みをして行かなければならな
いのかについて熱心な議論がなされました。
　セッションの最後に小林登理事長より、日本子ども
学会としてこれからも継続的に、被災地の子どもたち
の支援を続けて行くことの重要性についてまとめをい
ただきました。
　今回の大会では、これらの活動に加えて、日本子ど
も学会事務局長の木下真氏が代表をつとめた子ども応
援プロジェクトの実践記録がポスター発表の形で報告
されました。日本子ども学会としてどのような支援が
できるのかを、震災直後から考え、最初の取り組みと
して理事の先生方の協力のもとに進められた被災児支
援の取り組みの様子が報告され、多くの方が熱心に実
践の様子を聞いておられました。

おわりに

　今回の大会の内容は、東日本大震災の直後に、当初
の計画から大きく変更されました。このため、大会推
進委員会の先生方にも多大なご支援をいただきまし
た。宮内庁や兵庫県の関係者のみなさま、後援をいた
だきました文部科学省、兵庫県教育委員会、西宮市教
育委員会、神戸市教育委員会、芦屋市教育委員会、尼
崎市教育委員会にも多くの支援をいただきました。学
校法人武庫川学院には、施設利用の便宜だけでなく、
御成に際しての支援などをいただきました。また、広
告協賛という形で大会を支えてくださった多くの企業
の皆様にも心から感謝いたしております。
　私ども「子ども発達科学研究センター」のメンバー
は人数も少なく、準備の段階からうまく大会が進むの
か不安に思っておりましたが、皆様のご支援を受けま
して、無事終了にこぎつけただけでなく、子どもたち
の未来に何かをつなげることができたのではないかと
思っております。
　最後になりますが、このような実り多き大会を担当
させていただきましたことを感謝するとともに、これ
からも東日本大震災の子どもたち、そして世界の子ど
もたちのために、今できることを考えていきたいと
思っております。ありがとうございました。

● 大会概要
日　程：2011 年 10 月 1 日（土）・10 月 2 日（日）
会　場：武庫川女子大学　メディアホール
主　催：日本子ども学会
共　催：武庫川女子大学
後　援：文部科学省、兵庫県教育委員会、西宮市教育委員会、
　　　　神戸市教育委員会、芦屋市教育委員会、尼崎市教育委員会

● 第２日目『東日本大震災の子どもたちを支える』
09：40 〜　シンポジウム B「阪神・淡路大震災が伝えるもの」
13：00 〜　シンポジウムＣ「今なにが起きていて、何が求められているのか」
16：00 〜　閉会式

● 第１日目『子どもの育ちと学び』
09：30 〜　開会式
09：40 〜　シンポジウム A「小児医療から見た子どもの育ち」
13：30 〜　基調講演「現代社会と子どもの発達問題を考える」
17：30 〜　イブニング・ミーティング

プログラム


